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全国労働組合交流センター
たたかう労働運動の全国ネットワークを！

台東区元浅草２ｰ４ｰ10ｰ５F　TEL  03(3845)7461

　全国労組交流センターは、総評が解散した１９８９年、労

働運動の連合化と対決して階級的な労働運動をつくり出す

ために結成した組織です。国鉄分割・民営化攻撃に対して

唯一ストライキで闘いぬいた動労千葉を中心に、産別やナ

ショナルセンターの違いを越えて闘う労働組合と労組活動

家の、日本における「ランク＆ファイル運動」（労働組合を

労働貴族の手から現場労働者の手に取り戻す運動）です。

　動労千葉は尼崎事故に示された安全崩壊に危機感を燃や

し、「反合理化・運転保安確立」を掲げて０６春闘に立ち上

がりました。当局の監視・現認体制下で安全運転行動（最

高速度の１０㌔ダウン）と３日間のストを闘い、教育労働

者の「日の丸・君が代」闘争に大きなエールを送っています。

445人の処分恐れぬ決起に続き
「10･23 通達」はうち破られた

入学式で不起立を
“子どもたちを再び少国民にしない”
“われわれはけっして引かない”

（３月３１日　処分を発令された被処分者の発言）

◆停職３カ月処分を受けた中学校の教育労働者　まったく
不当な処分ですが、停職３カ月にとどまったのは、多くの
人びとが処分に反対の声を上げてくれたおかげです。免職
には絶対にさせない。抗議発令の際には「子どもたちを再
び『少国民』にすることを許さない」と抗議文を読み上げ
ました。行動する人、「ノン」と言う人がいることが、ど
んなに反動の流れにブレーキをかけていることか。このま
まいけば、命を奪われる時がきます。私はどんなに処分を
受けようと、都教委が暴挙をやめるまで闘い続けます。み
なさん、不起立闘争に参加してください。
◆減給処分を受けた都立高の教育労働者　けっして引くわ
けにはいかない闘いです。都教委に「先生は今回のことに
ついてどう責任をとりますか」と問われたので、「何の責
任ですか。教育公務員としての責任は、私は果たしていま
す。私は間違っていません」と答えました。その思いは変
わりません。これからも仲間を増やしていきたい。勝利を
かちとるまで闘います。
◆戒告処分の都立高の教育労働者　３年生のクラスを担任
した世界史の教師です。フランス革命の「人権宣言」など
を教えてきた以上、人権を否定する天皇をたたえる歌は歌
えない。植民地支配の歴史では、日本の植民地支配のシン
ボルだった「日の丸・君が代」について考えてみようと教
えてきた。だから、卒業式で起立して「君が代」を歌えば、
自分の自殺行為となる。処分を撤回させるまで闘います。
◆戒告処分の都立高の教育労働者　３年生の担任でした。
みなさんにレールを敷いていただいたおかげで、まったく
不安はありませんでした。人事委審理を堂々とやっていき
ます。「日の丸・君が代」をめぐって騒ぐ私たちに対して、
校長は「卒業式は時間休をとれ」と言ってきた。それはお
かしいだろうということで、座りました。
◆戒告処分の小学校の教育労働者　座るか否か、直前まで
悩んだ末に決断しました。昨年秋の運動会では、校長が「国
旗に注目せよ」という職務命令を出した。子どもたちに範
を示せということだ。卒業式の前日に、校長に「あなたは、
国旗に注目しているのかどうか、市教委にレポートを挙げ
ますか」と聞いたら、校長は「相談します」と答えた。こ
の答えに耐えられなかったため、「私は着席します」と校
長に告げた。人間の心は職務命令で変えられません。一緒
に都教委の横暴を追及していきましょう。

　都立高の教育労働者のみなさん。

　３月卒業式において、都高教を先頭に全国で、昨年を上回る

「日の丸・君が代」不起立闘争がうち抜かれました。

　３月３１日には、教育基本法の改悪をとめよう！全国連絡会

が主催した「教育基本法・憲法の改悪をとめよう！３・３１全

国集会」に、日比谷野音を埋めつくす４０００人の労働者・市

民が集まり、切迫する教育基本法改悪を阻止するために国会デ

モを闘いぬきました。教育労働者を先頭にして、巨大な闘いの

波が巻き起こっています。

　今日の入学式で不起立闘争を断固闘いぬき、この力をさらに

大きくしていきましょう！

全国に広がった不起立闘争――もはやこの
うねりを押しとどめることはできない！

　「１０・２３通達」から３年目の卒業式において、１年め、

２年めの闘いを引き継いでたたきつけた不起立闘争は、ついに

「１０・２３通達」を完全に破綻させました。この２年半で、

処分を恐れず闘いぬいた労働者は実に４４５人にのぼります。

　今卒業式では、被処分者の多くが式場外業務を命じられる中

で、「今度は自分の番だ」「第２ラウンドの闘いだ」と初めて不

起立を闘う仲間が次々と登場しました。また都教委が全校に職

員を配置して監視・現認するという体制は破産し、不起立して

も処分できないという事態も生まれています。




